
利光惠子（としみつけいこ）先生講演会

優生思想と私たちの社会
――着床前遺伝学的検査（PGT）から考える

日時： 10月23日（金）16時ー18時

会場：大阪大学吹田キャンパス

CiDER棟（感染症総合教育研究拠点）2階203

ハイブリッド開催＋Zoom（要登録）

参加費：無料（Zoom参加希望の方のみQRコードより登録）

対象：どなたでもご参加いただけます

この度、長年障害学研究・当事者研究をなさってきた利光惠子先生をお招きし講演会

を開催いたします。倫理学・障害学・生殖医療などにご関心をお持ちの方々、ぜひご

参加ください。

発表要旨

日本における着床前検査（PGT-M）の導入は、1990年代、医療機関や日本産科婦人科学会と

これに反対する障害者・女性・市民らとの論争から始まりました。現在、遺伝医学や生殖医

療の進展を背景に、その適用範囲は大きく変化しています。本講演では、PGT-Mをめぐる論

争の経緯をたどり、この技術が提起する倫理的・社会的問題を考えます。

講師紹介

大阪大学薬学部卒業。立命館大学大学院先端総合学術研究科修了、博士（学術）。著書に『受精

卵診断と出生前診断――その導入をめぐる争いの現代史』（生活書院、2012年）など

主催・共催：哲学と質的研究研究室

哲学の実験オープンラボ＆未来共創センター

問い合わせ先：飯塚理恵（人間科学研究科 講師）iizuka.rie.hus@osaka-u.ac.jp
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